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自
民
党「
国
民
医
療
を
守
る
議
員
の
会
」で

                                     

要
望
活
動

消
費
税
問
題
の
解
決
へ
向
け
て
！

「国民医療を守る議員の会」総会で挨拶する横倉義武委員長（右から２人目）

開
会
に
際
し
、
高
村
正
彦
会
長
か

ら
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費

税
問
題
解
決
に
つ
い
て
、
従
来
は
医

療
界
の
な
か
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
で
異
な
る
意
見
が
あ
っ
た
が
、
今

般
、
日
本
医
師
会
が
中
心
と
な
り
、

医
療
界
の
統
一
し
た
消
費
税
に
関
す

る
税
制
改
正
要
望
を
取
り
ま
と
め
て

い
た
だ
い
た
。
本
日
は
、
医
師
会
よ

り
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
要
望

に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
野

田
自
民
党
税
制
調
査
会
長
か
ら
も
ご

発
言
を
い
た
だ
く
。
医
療
界
の
統
一

さ
れ
た
要
望
に
つ
い
て
、
で
き
る
限

り
実
現
で
き
る
よ
う
先
生
方
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
」

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
横
倉
義
武

委
員
長
は
、
冒
頭
、
議
員
連
盟
の
日

頃
の
活
動
に
謝
意
を
表
し
た
う
え

で
、
世
界
的
な
流
行
が
懸
念
さ
れ
る

エ
ボ
ラ
出
血
熱
に
つ
い
て
、
日
本
医

師
会
や
世
界
医
師
会
の
取
り
組
み
の

現
状
を
紹
介
し
、
過
去
の
感
染
症
対

策
に
触
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
世
界
的
な
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
で
は
、
死
者
数
が
百
名

を
超
え
た
国
が
あ
っ
た
一

方
、
日
本
で
は
死
者
数
「
０
」

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
わ
が

国
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
中
心
と
し
て
、
早
期
の
受

診
や
適
切
な
治
療
が
、
適
正

な
費
用
で
受
け
ら
れ
る
仕
組

み
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
が
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
の
死
者
数
「
０
」
に
大

き
く
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
今
、
こ
の
国
民

医
療
の
体
制
が
揺
ら
い
で
い

る
。
一
つ
に
は
、
社
会
保
障

財
源
の
問
題
。
二
つ
に
は
医

療
に
関
す
る
過
度
の
規
制
緩

和
や
営
利
産
業
化
を
進
め
る

考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
な
か
、
国

会
議
員
の
先

生
方
に
は
日

本
医
師
会
の
考
え

る
、
国
民
の
た
め
の

医
療
政
策
に
引
き
続

き
ご
理
解
を
賜
り
た

い
」さ

ら
に
、
今
後
の

医
師
養
成
に
つ
い
て

は
、「
将
来
の
人
口

推
計
を
見
極
め
な
が

ら
、
必
要
な
医
師
数

を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
？
　
と
の
議
論
を

行
っ
た
う
え
で
慎
重

に
決
定
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
し
、
今
後
の
医
師
養

成
に
つ
い
て
は
、
注
意
深
く

養
成
数
を
決
定
す
る
よ
う
理

解
を
求
め
た
。

ま
た
、
議
題
で
あ
る
、
医
療
機
関

に
お
け
る
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題

に
つ
い
て
は
、「
消
費
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
る
な
か
で
、
医
療
機
関
の

経
営
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
る
。
消
費
税
問
題
解
決
に
向

け
て
、
国
会
議
員
の
先
生
方
に
ご
理

解
と
ご
指
導
を
賜
り
た
い
」と
述
べ
、

控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
の
抜
本
的

解
決
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

引
き
続
い
て
、
今
村
聡
副
委
員
長

が
資
料
を
も
と
に
、
医
療
界
の
一
致

し
た
「
消
費
税
に
関
す
る
税
制
改
正

要
望
」
の
説
明
と
要
望
を
行
っ
た
。

「国民医療を守る議員の会」総会（10月15日）

挨拶する高村正彦自民党副総裁（左）と野田毅自民党税制調査会長

日
医
連
（
日
医
）
の
要
望
を
受
け

野
田
毅
党
税
制
調
査
会
長
は
、
医
療

機
関
に
お
け
る
消
費
税
問
題
の
解
決

に
つ
い
て
「
い
つ
ま
で
も
放
置
で
き

る
問
題
で
は
な
い
。
平
成
二
十
七
年

度
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
二
十

六
年
度
の
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り
込

ま
れ
た
内
容
以
上
の
も
の
を
盛
り
込

む
べ
く
、
今
後
関
係
者
と
議
論
を
深

め
て
、
問
題
の
解
決
に
向
け
た
一
定

の
方
向
性
を
出
せ
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
話
し
た
。

そ
の
の
ち
の
質
疑
応
答
で
は
次
の

よ
う
な
意
見
が
議
員
か
ら
出
さ
れ

た
。

・
診
療
報
酬
体
系
の
見
直
し
の
必
要

性
に
つ
い
て
。

・
選
挙
区
の
医
療
機
関
か
ら
消
費
税

問
題
の
話
を
聞
い
て
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
こ
の
問
題
に
つ
い
て
理
解
し
て

い
る
議
員
が
少
な
い
と
感
じ
る
。
県

医
師
会
か
ら
地
元
の
議
員
に
対
し
て

今
ま
で
以
上
に
説
明
を
行
っ
て
ほ
し

い
。

・
地
域
の
医
療
は
雇
用
を
創
出
し
て

い
る
。
医
療
機
関
が
地
域
経
済
に
貢

献
し
て
い
る
こ
と
を
医
師
会
と
し
て

も
う
少
し
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
よ
い
の

で
は
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
横
倉
委
員

長
は
「
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た

め
私
た
ち
は
、
多
く
の
医
療
関
係
職

種
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
頑
張
っ
て

い
く
決
意
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は

政
治
的
、
財
政
的
な
安
定
が
必
要
で

あ
る
。
ご
指
摘
の
と
お
り
人
口
十
万

人
程
度
の
自
治
体
の
多
く
で
は
医

療
・
介
護
が
最
大
の
雇
用
産
業
で
あ

り
、
医
療
・
介
護
は
第
一
次
産
業
や

地
場
産
業
と
同
様
に
、
地
方
の
地
域

経
済
を
支
え
て
い
る
点
も
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
総
会
は
閉

会
と
な
っ
た
。

　10月15日、東京都内において、「国民医療を守る議員の会」（自民党議連　
所属議員350名　会長＝高村正彦党副総裁）総会が行われた。日医連（日医）
からは横倉義武委員長はじめ14名の役員が出席した。276名の議員（代理含
む）が出席し総会が行われ、医療機関における控除対象外消費税問題につ
いて、日本医師会が公表した医療界の一致した「税制改正要望」（別掲）に
ついての説明と要望活動が行われ、多くの議員の理解を得ることができた。

消費税に関する税制改正要望
平成26年9月16日

日本医師会

　医療機関等の消費税の税制問題の抜本
的解決を図るため、社会保険診療等に対
する消費税の在り方について、以下の通
り要望します。

1．��社会保険診療等に対する消費税について、
消費税率10％時に環境を整備し、速やか
に、現行制度から軽減税率等による課税
取引に転換すること等により、医療機関
等の消費税負担をめぐる問題の抜本的解
決を図ること。

2．�上記1を平成27年度税制改正大綱に明
記するとともに、消費税率を10％へ引
上げる際には、医療機関等の設備投資
等に係る消費税について、非課税還付
等のあらゆる方策を検討し、仕入税額
の還付措置を導入すること。

以上
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日
医
連
は
「
平
成
二
十
六
年
度
　

第
一
回
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
」

を
九
月
十
三
日
、
東
京
都
内
で
開
催

し
た
。
当
日
は
、
横
倉
義
武
日
医
連

委
員
長
ら
七
名
の
日
医
連
役
員
を
は

じ
め
全
国
か
ら
研
究
会
メ
ン
バ
ー
等

合
わ
せ
て
約
百
二
十
名
の
参
加
の
も

と
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労
働
大
臣
、

小
泉
進
次
郎
内
閣
府
兼
復
興
大
臣
政

務
官
を
講
師
と
し
て
研
究
会
を
行
っ

た
。今

村
聡
副
委
員
長
の
司
会
進
行
で

開
会
し
、
横
倉
委
員
長
は
次
の
よ
う

に
挨
拶
し
た
。

「
本
研
究
会
の
目
的
と
し
て
、
第

一
に
医
療
制
度
は
最
終
的
に
は
、
政

治
の
な
か
で
決
ま
る
。
我
々
が
日
常

行
う
医
療
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き

な
い
医
療
制
度
で
あ
る
が
、
政
治
や

行
政
に
対
し
て
医
療
政
策
の
提
案
、

政
府
か
ら
の
問
題
提
起
に
対
し
て
医

療
現
場
に
立
脚
し
た
意
見
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
国
の
先
生

方
と
一
緒
に
な
り
勉
強
会
を
行
う
。

第
二
に
出
席
い
た
だ
い
た
先
生
方
だ

け
で
な
く
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て

郡
市
区
医
師
連
盟
の
先
生
方
と
医
療

政
策
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
政
治
に
対
す
る
関

心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
本
日
出
席
の
先
生
方

に
は
、
各
都
道
府
県
で
活
発
な
医
政

活
動
の
推
進
を
お
願
い
し
た
い
」

第
一
部
は
、小
泉
政
務
官
よ
り「
東

日
本
大
震
災
と
日
本
の
将
来
」
と
題

し
講
演
が
あ
っ
た
。

復
興
政
務
官
と
し
て
の
震
災
か
ら

の
復
興
へ
の
想
い
を
中
心
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
社
会
保
障
政
策

に
関
連
し
、
少
子
化
問
題
の
解
決
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
第
一
子
支
援

の
充
実
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

第
二
部
は
、
田
村
前
厚
労
大
臣
よ

り
「
今
後
の
社
会
保
障
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
た
。
冒
頭
「
大
臣
の

職
務
を
全
う
で
き
た
の
も
日
医
の
ご

協
力
の
お
か
げ
」
と
謝
辞
が
あ
り
、

小泉進次郎内閣府兼復興大臣政務官（9月13日）

田村憲久前厚生労働大臣（9月13日）

大
臣
在
任
中
を
振
り
返
り
医

療
政
策
決
定
の
過
程
に
つ
い

て
具
体
例
等
を
示
し
な
が
ら

話
が
あ
っ
た
。そ
の
な
か
で
、

規
制
改
革
会
議
が
提
案
し
た

「
選
択
療
養
制
度
」
に
つ
い

て
、
関
係
各
方
面
と
調
整
し

た
結
果
、
最
終
的
に
は
、
厚

労
省
が
主
張
し
て
い
た
、
安

全
性
・
有
効
性
を
確
認
し
な
が
ら
将

来
的
な
保
険
収
載
を
目
指
す
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
た
「
患
者
申
出
療
養
」

と
な
っ
た
こ
と
に
関
し
て
、
決
着
ま

で
の
経
緯
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。ま
た
、田
村
前
大
臣
か
ら
は「
日

医
連
（
日
医
）
の
委
員
長
以
下
各
役

員
の
陳
情
活
動
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
決
定
の
場
面
で
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」
と
、
日
常
の
陳
情
活

動
や
政
治
活
動
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
の
認
識
を
示
し
、
出
席
し
た
若

手
医
師
会
員
に
対
し
、
日
医
連
の
政

治
活
動
が
政
策
決
定
の
な
か
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
大
臣
の
立
場
と
し
て
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

第
三
部
で
は
、
横
倉
委
員
長
よ
り

「
日
本
医
師
会
の
医
療
政
策
」
と
題

し
、
①
日
医
の
方
針
（
地
域
医
療
を

支
え
る
、
将
来
の
医
療
を
考
え
る
、

組
織
を
強
く
す
る
）、
②
日
本
医
師

会
綱
領
、
③
日
医
（
日
医
連
）
の
政

策
判
断
基
準
（
国
民
の
安
全
な
医
療

に
資
す
る
政
策
か
、
公
的
医
療
保
険

に
よ
る
国
民
皆
保
険
は
堅
持
で
き
る

政
策
か
）、
④
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
、
⑤
医
政
活
動
に
関
す
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
な
か
で
医
政
活
動
に
つ
い

て
、「
政
治
家
と
の
信
頼
関
係
は
、

お
互
い
の
誠
意
。
ど
う
相
手
に
自
分

の
誠
意
を
伝
え
る
か
に
尽
き
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ご
地
元
で
、
国
会
議
員
の

先
生
と
し
っ
か
り
と
し
た
信
頼
関
係

を
結
ぶ
こ
と
が
大
切
で
、
医
政
活
動

に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

本
日
の
研
究
会
で
学
ば
れ
た
こ
と

を
、
地
元
で
多
く
の
先
生
方
と
共
有

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

今
村
副
委
員
長
よ
り
、
次
回
の
医

政
活
動
研
究
会
に
つ
い
て
「
医
政
活

動
研
究
会
は
、
昨
年
度
ま
で
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
開
催
し
て
い
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
各
都
道
府
県
で
開
催

い
た
だ
き
、
医
政
活
動
の
重
要
性
を

多
く
の
会
員
の
先
生
方
に
理
解
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
厚

生
労
働
行
政
や
国
の
政
策
の
中
枢
を

担
う
議
員
を
講
師
に
呼
ん
で
い
た
だ

き
、
地
区
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換

の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

説
明
が
行
わ
れ
た
。

研
究
会
終
了
後
、
会
場
を
移
し
て

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
限
ら
れ
た
時
間

で
は
あ
っ
た
が
、
さ
ら
な
る
意
見
交

換
が
行
わ
れ
有
意
義
な
会
合
と
な
っ

た
。
な
お
懇
親
会
に
は
日
医
連
推
薦

議
員
で
あ
る
羽
生
田
俊
参
議
院
議
員

も
参
加
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

挨拶する横倉義武委員長（9月13日）
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山
口
県
医
師
連
盟
に
よ
る
平
成
二

十
六
年
度
の
「
若
手
会
員
医
政
研
修

会
」
が
八
月
三
十
日
（
土
）
県
内
の

湯
田
温
泉
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
全
県
か
ら
若
手
医
師
を
中
心

に
九
十
名
近
く
が
参
加
し
た
。
研
修

会
で
は
、
二
人
の
講
師
か
ら
医
政
活

動
の
必
要
性
や
世
界
の
な
か
の
日
本

の
国
防
の
意
義
を
研
修
し
、
熱
心
に

わ
が
国
の
現
状
を
勉
強
し
た
。

弘
山
直
滋
常
任
理
事
の
司
会
で
開

会
。
冒
頭
、
小
田
悦
郎
山
口
県
医
師

動
に
全
会
員
が
力
を
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
た
。
二
番
目
に
、
官
邸
・
自
民
党

等
へ
の
要
望
と
政
府
関
係
会
議
へ
の

参
画
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
を
説
明
。

三
番
目
に
は
横
倉
執
行
部
が
昨
年
夏

か
ら
、
今
年
度
予
算
、
診
療
報
酬
改

定
、
保
険
外
併
用
療
養
（
患
者
申
出

療
養
）
の
創
設
、
医
学
部
新
設
の
懸

念
、
か
か
り
つ
け
医
の
推
進
、
非
営

利
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
型

法
人
制
度
問
題
、
等
具

体
的
事
例
を
挙
げ
て
、

総
理
や
自
民
党
へ
の
働

き
掛
け
の
実
践
を
説

明
。
四
番
目
に
は
、
横

倉
日
医
会
長
の
組
織
強

化
の
方
策
と
し
て
、
ま

ず
日
本
医
師
会
綱
領
を

作
成
。
次
に
、
日
医
の
政
策
を
行
う

に
当
た
っ
て
の
判
断
基
準
と
し
て
①

国
民
の
安
全
な
医
療
に
資
す
る
政
策

か
、
②
公
的
医
療
保
険
に
よ
る
国
民

皆
保
険
は
堅
持
で
き
る
政
策
か
、
の

二
点
に
置
き
、「
国
民
と
と
も
に
歩

む
」
を
重
要
目
標
に
位
置
づ
け
組
織

強
化
を
は
か
っ
て
い
る

―
等
、
医

政
活
動
の
意
義
、
あ
り
方
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
た
。

特
別
講
演
Ⅱ
で
は
時
事
通
信
社
・

特
別
解
説
委
員
の
加
藤
清
隆
氏
が

「
世
界
の
中
の
日
本
」
と
題
し
講
演

を
行
い
、
現
在
、
世
界
中
で
テ
ロ
や

地
域
紛
争
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
世
界
情
勢
の
な
か
で
日
米
安

保
条
約
や
集
団
的
自
衛
権
の
意
義
を

解
説
し
た
。

そ
の
の
ち
、
質
疑
応
答
で
は
参
加

者
か
ら
①
選
挙
で
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
票
が
と
れ
る
か
具
体
策

を
示
し
て
ほ
し
い
、
②
高
得
票
を
獲

得
で
き
る
専
門
家
を
招
聘
し
て
は
ど

う
か
、
③
タ
レ
ン
ト
や
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
な
ど
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
等
、

ど
れ
も
傾
聴
に
値
す
る
意
見
が
述
べ

ら
れ
た
。

午
後
六
時
か
ら
は
県
選
出
国
会
議

員
と
の
懇
談
会
が
開
か
れ
盛
会
裏
に

研
修
会
は
終
了
し
た
。

都道府県 開催日（予定）
北海道 2015/3/8
福　島 2014/12/6
栃　木 2015/2/11
群　馬 2014年9月～（各郡市単位で開催）
岐　阜 2014/11/22
三　重 2015/2/11
滋　賀 2015/3/14
大　阪 2015/2/21
鳥　取 2015/2/22
山　口 2014/8/30
宮　崎 2014/10/4

（開催済みまたは、開催日程が把握できている都道府県のみ記載　
10月22日現在 日医連調べ）

平成26年度・
都道府県医師連盟主催の医政活動研究会

横
倉
義
武
委
員
長
は
、
第
二
次
安

倍
改
造
内
閣
の
発
足
に
伴
い
厚
生
労

働
大
臣
に
就
任
し
た
塩
崎
恭
久
大
臣

と
面
談
し
た
。

塩
崎
大
臣
は
、
就
任
後
ま
も
な
い

九
月
五
日
、
公
務
多
忙
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
臣
就
任
挨
拶
の
た
め
日
本

医
師
会
館
を
訪
れ
た
。
面
談
に
は
中

川
俊
男
、
今
村
聡
、
松
原
謙
二
の
三

副
委
員
長
も
同
席
し
た
。

横
倉
委
員
長
か
ら
は
、
日
医
（
日

医
連
）
の
考
え
る
医
療
政
策
や
、
日

本
医
師
会
綱
領
、「
医
療
機
関
に
お

け
る
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
」
等

の
解
決
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
そ
の

の
ち
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

大
臣
と
の
意
見
交
換
で
は
、当
時
、

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
「
デ

ン
グ
熱
」
対
策
等
も
話
し
合
い
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
も
厚
生
労
働

省
と
日
医
が
連
携
し
て
医
療
に
関
す

る
諸
問
題
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

（左から）松原謙二副委員長、中川俊男副委員長、塩崎恭久厚生労働大臣、
横倉義武委員長、今村聡副委員長（9月5日　日医会館）

塩崎恭久厚生労働大臣（右）と横倉義武委員長（9月5日　日医会館）

横倉委員長、
 塩崎厚労大臣と面談

連
盟
委
員
長
が
挨

拶
に
立
ち
「“
医

政
な
く
し
て
医
療

な
し
”
と
よ
く
言

わ
れ
る
が
、
地
域

医
療
は
現
場
か
ら

い
か
に
大
き
な
声

を
上
げ
る
か
が
大

事
で
あ
り
、
当
面

の
課
題
は
一
〇
％

の
消
費
税
の
問
題

で
あ
る
。
医
師
会

が
一
致
団
結
し
て

進
ま
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
の
趣
旨
を

述
べ
た
。

特
別
講
演
Ⅰ
で

は
、
釜か

ま

萢や
ち

敏さ
と
し常
任

執
行
委
員
（
日
医

常
任
理
事
）
が
「
医
政
活
動
の
意
義
」

と
題
し
、
一
番
目
に
、
現
在
の
医
政

活
動
は
一
、
医
療
は
国
民
皆
保
険
の

仕
組
み
の
も
と
、
政
府
が
管
理
し
て

い
る
。
二
、
診
療
報
酬
の
改
定
率
は

内
閣
が
決
め
る
。
三
、
官
邸
、
内
閣
、

政
権
与
党
、
関
係
議
員
が
相
互
に
牽

制
し
て
重
層
的
・
複
合
的
に
関
係
し

て
い
る
。
四
、
医
療
政
策
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
中
央
と
地
方
で
医
政

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る

―
と
指
摘
し
、
な
ぜ
医
政
活

若
手
会
員
医
政
研
修
会

                    

早
々
と
開
か
る

                            

│
山
口
県
│

講演する釜萢敏常任執行委員(日医常任理事、8月30日）

　

都
道
府
県
医
師
連
盟
主
催
の
医
政
活
動
研
究
会
第
一
弾
と
し

て
、
山
口
県
医
師
連
盟
主
催
の
「
若
手
会
員
医
政
研
修
会
」
が
八

月
下
旬
開
催
さ
れ
た
。
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横
倉
義
武
委
員
長
は
、
九
月
十
日

自
民
党
本
部
を
訪
れ
、
新
た
に
自
民

党
幹
事
長
に
就
任
し
た
谷
垣
禎
一
幹

事
長
を
は
じ
め
、
高
村
正
彦
副
総
裁

（
再
任
）、
二
階
俊
博
総
務
会
長
、
稲

田
朋
美
政
務
調
査
会
長
、
茂
木
敏
充

選
挙
対
策
委
員
長
と
相
次
い
で
面
談

し
た
。

横
倉
委
員
長
か
ら
、
日
本
医
師
会

綱
領
や
日
医
の
考
え
る
医
療
政
策
、

喫
緊
の
医
療
の
諸
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
理
解
を
求
め
た
。
自
民
党

新
執
行
部
か
ら
は
、
引
き
続
き
日
医

（
日
医
連
）
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

医
療
政
策
を
実
行
し
て
い
き
た
い
と

の
考
え
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
横
倉

委
員
長
は
「
医
療
機
関
に
お
け
る
控

除
対
象
外
消
費
税
問
題
」
の
解
決
に

つ
い
て
強
く
訴
え
を
行
っ
た
。

稲田朋美自民党政務調査会長（左）と横倉義武委員長（9月10日　自民党本部）二階俊博自民党総務会長（右）と横倉義武委員長（9月10日　自民党本部）

（右から）茂木敏充自民党選挙対策委員長、高村正彦自民党副総裁、谷垣禎一自
民党幹事長と横倉義武委員長（9月10日　自民党本部）

（左から）谷垣禎一自民党幹事長、横倉義武委員長、高村正彦自民党副総裁、
茂木敏充自民党選挙対策委員長（9月10日　自民党本部）

横倉委員長、
 谷垣幹事長ら
   自民新執行部と相次ぎ面談

今村聡副委員長（左）と町村信孝元内閣官房長官（10月2日　議員会館）

今
村
聡
副
委
員
長
は
、
税
制
改
正

に
、
特
に
影
響
力
の
あ
る
自
民
党
税

制
調
査
会
幹
部
会
（
イ
ン
ナ
ー
）
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
、
党
税
制

調
査
会
役
員
を
相

次
い
で
訪
問
し
、

「
医
療
機
関
に
お

け
る
控
除
対
象
外

消
費
税
問
題
に
係

る
税
制
要
望
」
に

つ
い
て
、
九
月
に

取
り
ま
と
め
た
医

療
界
の
統
一
し
た

税
制
改
正
要
望
を

説
明
し
た
。

今
村
副
委
員
長

は
「
消
費
税
率
一

〇
％
時
に
、
抜
本

的
な
解
決
を
お
願

い
し
た
い
」
と
強

く
要
望
し
た
。

日
医
連（
日
医
）

は
、
今
後
も
与
党
議
員
へ
の
陳
情
活

動
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

今村聡副委員長（右）と高村正彦自民党副総裁（9月26日　自民党本部）

今村聡副委員長（右）と額賀福志郎元財務大臣（9月26日　議員会館）

今村副委員長
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